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（10.4%）に stageの進行（stage migration）を認めた。Stage migrationを認めた症例は有意に予
後不良であり、微小転移が予後に影響を及ぼす可能性が示唆された。以上の結果より、未分化型早期
胃癌に対しては、リンパ節微小転移を考慮したリンパ節郭清が必要であることが示唆された。 
 
 本論文は、未分化型早期胃癌において、リンパ節内微小転移の臨床的意義と適正な切除範囲を明ら
かにしたものであり、胃癌治療の進歩に寄与するものと考えられる。よって、本研究は博士（医学）
の学位を授与されるに値するものと判定された。 
